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撃
し
て
排
除
す
る
「
免
疫
」
と
い
う
働

き
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
一
度
、

「
麻
疹
（
は
し
か
）」
に
罹
患
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
そ
の
病
気
の
抗
体
が
で

き
る
こ
と
で
、
二
度
目
以
降
に
は
症
状

が
出
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
免
疫
の

働
き
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
免
疫
が
過
剰
に
働

き
、自
身
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
が「
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
」
で
す
。
こ
う
し
た
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
物
質
は
主
に

「
食
物
」や「
ダ
ニ
」、「
花
粉
」や「
カ
ビ
」、

あ
る
い
は「
ペ
ッ
ト
の
フ
ケ
」や「
薬
剤
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
原
因
物
質
を
「
ア

レ
ル
ゲ
ン
」と
呼
び
ま
す
。ア
レ
ル
ギ
ー

は
Ⅰ
型
か
ら
Ⅳ
型
の
４
種
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の

が
「
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
」
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
即
時
型
の
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー

で
す
。「
花
粉
症
」「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
」「
気
管
支
喘
息
」「
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
」「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
な
ど
が

１
型
ア
レ
ル
ギ
ー
の
代
表
的
な
も
の
で

す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

血
液
検
査
あ
る
い
は
皮
膚
検
査
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
血
液
検
査
は
ほ

と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
場
合
は
調

べ
て
お
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？

　
利
用
者
の
予
約
の
も
と
、
自
宅
か
ら

町
内
の
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、
お
店

な
ど
へ
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

　
町
の
路
線
バ
ス
は
、
利
用
者
の
い
な

い
時
間
帯
も
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
足
腰
の
弱
い
お
年
寄
り
の

方
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
も
見
込
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
上
郡
内
の
多
く

の
町
村
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
「
デ
マ

ン
ド
交
通
」
を
令
和
４
年
４
月
か
ら
導

入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
田
線
・
西
郷
線
・
東
郷
線

に
つ
い
て
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
移
行
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
温
泉
利
用
の
多
い

有
屋
線
や
山
交
バ
ス
区
間
は
現
行
料
金

で
引
き
続
き
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
導
入
に
向
け
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
町
民
税
務
課　

　
　
く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
０
）

▼
期
間
　
12
月
11
日
〜
12
月
20
日

　
年
末
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時

期
に
な
り
ま
す
。飲
酒
運
転
を
絶
対
に「
し

な
い・さ
せ
な
い・許
さ
な
い
」を
徹
底
し
、

危
険
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
冬
も
本
番
に
入
り
、
積
雪
や
路
面
凍
結

な
ど
の
道
路
環
境
の
悪
化
等
に
よ
る
重
大

事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
12
月
は
年

間
で
最
も
交
通
事
故
の
発
生
が
多
い
月
で

す
。
車
は
早
め
に
点
灯
し
、
ス
ピ
ー
ド
は

控
え
目
に
、
歩
行
者
の
い
る
横
断
歩
道
で

確
実
に
停
車
す
る
と
と
も
に
歩
行
者
は
明

る
い
服
装
と
夜
光
反
射
材「
命
の
バ
ン
ド
」

を
着
用
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

侵
入
窃
盗
や
車
上
狙
い
等
、
身
近
で
発
生

す
る
被
害
や
、
特
殊
詐
欺
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
事
件
・
事
故
の
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
地
域
全
体
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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町立金山診療所だより

っとクリニック vol.154ほ

アレルギー疾患について

町立金山診療所
　臨床検査技師　大森　喜江

　
今
や
、
日
本
人
の
４
割
に
症
状
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
花
粉
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
か
つ

て
と
比
較
す
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

患
者
数
は
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量
が
増
加
し

た
の
み
な
ら
ず
、
生
活
環
境
の
変
化
も

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
環
境
が
清
潔
に
な
り
、
体
の
免
疫
系

が
感
染
防
御
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
の

方
に
傾
い
て
き
た
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
加
え
て
、
食
事
の
欧
米
化
、

気
密
性
の
高
い
住
宅
、
あ
る
い
は
大
気

汚
染
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
体
に

は
、
異
物
が
入
っ
て
く
る
と
こ
れ
を
攻

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

検
討
し
て
い
ま
す

令和４年
４月から！

現在検討しているデマンド交通のイメージ
① 利用者はあらかじめ利用登録を行う
② 前日の午後３時まで、電話で予約する
③ 自宅で待ち、近所で利用する方がいれば相乗りで乗車
④ 帰りは予約した時間・場所から乗車し帰宅

料金　現在の路線バス料金から大幅に増えない金額で検討中
運行時刻　月～金　９時台、10時台、12時台、13時台
　　　　　（朝、夕の時間帯は現行料金でバス停から
　　　　　　スクールバスに乗車可能）

デマンド交通 Ａさん宅

Ｂさん宅

診療所
（Ｂさん下車）

〇〇商店
（Ａさん下車）

　
人
口
３
万
人
の
柏
崎
市
か
ら
30
万
人

の
仙
台
市
に
移
っ
た
中
学
１
年
生
の
感

覚
は
、
説
明
し
難
い
も
の
で
し
た
。
終

戦
直
前
の
中
心
部
の
爆
撃
か
ら
は
４
年

目
を
迎
え
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
か
つ

て
の
杜
の
都
の
面
影
は
な
く
、
バ
ラ
ッ

ク
や
応
急
建
築
が
立
ち
並
ん
で
い
た
か

ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
二
師

団
の
後
に
は
ア
メ
リ
カ
第
８
軍
が
進
駐

し
て
お
り
、
苦
竹
キ
ャ
ン
プ
や
、
川
内

キ
ャ
ン
プ
が
占
領
下
と
い
う
状
況
を
示

し
て
い
た
か
ら
と
思
い
ま
す
。
事
実
、

１
９
５
０
年
６
月
末
か
ら
53
年
７
月
末

ま
で
朝
鮮
戦
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国

連
軍
の
主
軸
と
し
て
米
軍
は
新
た
な
戦

争
中
だ
っ
た
の
で
す
。

　
中
学
で
は
音
楽
好
き
の
友
人
か
ら
の

影
響
を
受
け
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

聴
く
こ
と
を
覚
え
、
２
年
に
な
る
と
調

子
に
乗
っ
て
、
使
わ
れ
て
い
な
い
階
段

教
室
で
有
志
と
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
試
み
た
り
し
ま
し
た
。
中
２
の
新

学
期
に
学
校
合
同
が
あ
り
、
１
学
年
、

２
ク
ラ
ス
80
人
か
ら
４
ク
ラ
ス
１
６
０

人
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
校
舎
も
移
っ

た
の
で
、
催
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
が

活
発
に
な
っ
た
か
ら
で
し
た
。
東
京
の

兄
か
ら
の
影
響
も
加
わ
り
、
勉
強
か
ら

の
逃
避
も
あ
っ
て
音
楽
・
映
画
・
美
術

な
ど
に
関
心
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
高
１
の
時
、
は
じ
め
て
観
た
オ
ペ
ラ

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」
で
す
。
近
衛
秀
麿
指
揮
に
よ
る
二

期
会
、
藤
原
等
の
創
立
メ
ン
バ
ー
出
演

に
よ
る
も
の
で
、
素
朴
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
当
時
は

オ
ペ
ラ
が
で
き
る
舞
台
が
無
く
、
仙
台

市
役
所
裏
手
に
あ
っ
た
東
北
劇
場
と
い

う
、
映
画
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
歩

い
て
行
け
る
距
離
に
新
築
さ
れ
た
仙
台

市
公
会
堂
で
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ダ
ミ
ア

も
聴
き
ま
し
た
、
貼
り
付
け
て
あ
る
切

符
に
は
１
９
５
３
年
５
月
19
日
¥
４
０

０
と
あ
り
ま
す
。
母
と
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
民
族
舞
踊
団
公
演
を
観
に
行
き
ま
し

た
。
東
北
劇
場
は
普
段
は
古
い
名
映
画

な
ど
上
映
す
る
映
画
館
で
し
た
。
高
校

受
験
、
２
浪
を
経
て
の
大
学
受
験
の
時

期
・
時
代
を
除
け
ば
、
美
術
や
音
楽
・

映
画
に
憧
れ
た
軟
派
の
劣
等
生
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
仙
台
市
国
分
町
角
の
丸

善
書
店
で
手
に
し
た
書
籍
が
、
中
央
公

論
社
刊
・
岡
鹿
之
助
「
フ
ラ
ン
ス
の
画

家
た
ち
」、大
久
保
泰「
宿
命
の
画
家
達
」

と　
菊
地
一
雄
「
ロ
ダ
ン
」
の
３
冊
の

上
製
本
で
し
た
。
24
年
、
25
年
の
出
版

ー
わ
た
し
と
金
山
ー

林　
寛
治

か
ん　

じ

 

仙
台
で
の
中
学
・
高
校
ま
で №７

で
す
が
、
手
元
に
あ
る
そ
れ
ら
を
開
く

と
、
直
ぐ
ち
ぎ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
紙
質

は
粗
雑
で
す
。
当
時
も
今
も
中
身
は
魅

力
あ
る
書
籍
で
す
が
、
美
術
方
面
に
進

む
と
い
う
意
思
は
皆
無
だ
っ
た
の
で
、

不
思
議
な
感
じ
で
す
。

　
私
が
生
ま
れ
た
東
京
・
本
郷
時
代
の

小
さ
な
家
も
賑
や
か
な
家
だ
っ
た
ら
し

い
の
で
す
が
、
仙
台
で
の
新
し
い
社
宅

は
、
両
親
の
郷
里
（
金
山
と
上
山
）
が

近
く
な
り
、
親
戚
・
知
人
・
友
人
の
来

客
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
茂
吉
先
生

の
ご
子
息
・
北
杜
夫
こ
と
斎
藤
宗
吉
氏

と
、
大
石
田
の
板
垣
家
子
夫
氏
の
ご
子

息
・
昭
雄
氏
は
共
に
東
北
大
学
医
学
部

在
学
中
で
、
北
先
生
に
は
た
ま
に
、
板

垣
昭
雄
氏
に
は
私
の
高
校
受
験
時
に
、

理
数
と
英
語
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

上
台
の
近
岡
伊
三
郎
氏
も
立
ち
寄
ら
れ

ま
し
た
。

飲
酒
運
転
・
冬
道
の
交
通
事
故
防
止

強
化
旬
間
及
び
年
末
地
域
安
全
運
動

↓ダミアのプロ
グラムに貼った
入場券

↑近衛秀麿指揮
フィガロの結婚
プログラム表紙
1952年

※内容は変更となる場合があります


